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1.本調査概報は、泉大津市教育委員会が市内に所在する埋蔵文

化財包蔵地において、開発行為に先立って実施した発掘調査報

告である。

2.本調査は、国庫補助事業 (補助対象経費2,000,000円、国庫補

助率50%、 市負担率50%)と して泉大津市が計画・実施したも

のである。

3。 本調査は下記の構成で実施した。

調査主体者  泉大津市教育委員会教育長 楠畑 正史

(平成17年 11月 11日 まで)

教育長 中井  譲

(平成17年 11月 12日 から)

事 務 局  泉大津市教育委員会事務局 生涯学習課

担 当 者  坂口 昌男 (平成17年 9月 30日 まで)
ク    虎間 麻実
ク    村田 文幸

外業調査員  松本 堅吾、岡田 竜彦

外業調御甫助員  豊島 享志、小川 隆英

内業調査員  坪田  恵

内業調査補助員 ヽ 野田 由恵

4.本事業は平成17年度事業として、平成17年 4月 1日 に着手し

て、平成18年 3月 31日 に完了した。

5。 本書の執筆、編集は虎間が行った。
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第 1章 泉大津市と埋蔵文化財調査の状況

1.泉大津市の位置と環境

泉大津市は大阪府南部の泉州地域に属する。泉州地域東

部には、大阪湾に沿って東西に和泉山脈が連なる。その山

脈を源として幾多の河川が北に走行し、大阪湾に注ぐ。こ

れらの河川はそれぞれ開析谷、河岸段丘を形成し、その両

側には丘陵地形が南北方向に発達している。その丘陵より

北側は平坦で狭小な沖積地が形成されているが、泉大津市

はこの沖積地上に立地しており、市域の標高は20m未満で

ある。

泉大津市は面積 12.53kだ、人口78,147人である (平成18年

1月 1日 現在)。

昭和40年頃から開発が進み、現在は市域全域が市街地化

されている。市域は、大阪湾に面した臨海部の工業地域、

南海本線から阪和線にかけての住居地域と商工業地域が混在する地域、国道26号線周辺の商業地域に

大きく分けることができる。住居地域には、助松の紀州街道沿いと泉穴師神社周辺にそれぞれ風致地

区を設けている。近年、臨海部の高層住宅や繊維工場跡地への分譲住宅の建設が進み、市の景観の変

化は著しい。いわゆるバブル景気崩壊以後、大規模開発は下火になっているものの、古い民家の取 り

壊しや木造個人住宅の鉄筋造への立替えなどが進み、町並みにも大きな変化が見られる。

第 2図 市内遠望写真 (左 :池上曽根遺跡方面、右 ;豊中遺跡方面 )

第 1図 泉大津市の位置
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第 3図 遺跡分布図
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2.埋蔵文化財調査の現状

本概報は、平成17年 1月 ～12月 までに埋蔵文化財発掘届出の提出があり、そのうち国庫補助事業に

より発掘調査を実施したものを掲載対象とする。当該期間内の埋蔵文化財届出件数は172件で、発掘

調査件数12件を国庫補助事業で行った。

第 4図は、遺跡別工事件数の内訳である。遺跡別に届出件数をみると、池上曽根遺跡、虫取遺跡、

池浦遺跡、豊中遺跡の順で多い。総届出件数に占める工事内容で最も多いのは、ガス・水道で約 3割、

次いで個人住宅と分譲住宅がそれぞれ約 2割を占める。分譲住宅が個人住宅と同数になることは過去

に無く、工事種別の特徴として今後もこの傾向は続くと思われる。

本概報で報告する調査は、池上曽根遺跡 3件、豊中遺跡 2件、七ノ坪追跡 1件、池浦遺跡 1件、穴

師遺跡 1件、虫取遺跡 3件、板原遺跡 1件の合計12件である。いずれも建物基礎掘削深度が遺構面を

損壊する可能性があるため、着工前の確認調査を行ったものである。主だった成果としては、史跡池

上曽根遺跡の南に隣接する地点 (調査番号2005-03)で環濠の一部、弥生時代の竪穴住居、管玉など

を、豊中遺跡 (調査番号2005-12)か ら古墳時代の柱穴を検出した。

七ノ坪遺跡

東雲遺跡

大園遺跡

穴師遺跡

板原遺跡

虫取遺跡

池上曽根遺跡

城の山遺跡

豊中遺跡

池浦遺跡

穴師薬師寺跡

穴田遺跡

テ        20        25        30

第 4図 遺跡別工事内容内訳
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表 1 発掘調査一覧表

○池上曽根遺跡

調査番号 所  在  地 用 途 申請面積 (だ )

2005-03 豊中894、 895 分譲住宅宅地造成 1195.83

2005-04 曽根町 2丁 目12-5 木造 2階建個人住宅 113.58

2005-10
千原町 2丁 目 5-1、 6-1、 245-1、 -2、

248-1、  249、 250、 256-1、  389-1、  389-2
鉄骨平屋建店舗 4,404.81

○豊中遺跡

調査番号 所  在  地 用 途 申請面積 (だ )

2005-06 北豊中町2丁 目986-9の 一部 分譲住宅宅地造成 421.38

2005-12 東豊中町 1丁 目967-10 鉄骨 2階建共同住宅 367.97

O七ノ坪遺跡

調査番号 所  在  地 用 途 申請面積 (ど )

2005-02 北豊中町2丁 目517-1 軽量鉄骨 2階建長屋建住宅 1,201.62

○池浦遺跡

調査番号 所  在  地 用 途 申請面積 (ゴ )

2005-07 寿町83-1 分譲住宅宅地造成 2,238.95

○穴師遺跡

調査番号 所  在  地 用 途 申請面積 (だ )

2005-05 池浦町5丁 目441番 1、 8、 11、 15 分譲住宅宅地造成 1,037.3

○虫取遺跡

調査呑号 所  在  地 用 途 申請面積 (ご )

2005-01 板原町1丁目283の一部 分譲住宅宅地造成 1,187.11

2005-08 板原町3丁 目240香 1、 241呑 木造 2階建長屋住宅 1,202.24

2005-11 我孫子1丁目505-6 鉄骨 3階建個人住宅 105.17

○板原遺跡

調査番号 所  在  地 用 途 申請面積 (だ )

2005-09 板原町2「下目1009-4 鉄骨 3階建個人住宅 122.82

-4-



第 2章 発掘調査成果
1.池上曽根遺跡

池上曽根遺跡は本市曽根町と和泉市池上町に広がり、遺跡範囲約105ヘ クタールのうち、約11.5へ

クタールが史跡に指定され、3.5ヘクタールが第一期整備を経て史跡公園となっている。本市域にお

ける遺跡の範囲は、曽根神社以西から森町、千原町の一部を含み、南北に広がりを持つ。史跡指定地

以外の地域は、旧村落と昭和40年代以降の開発部分が混在しており、小区画の開発が多 く大規模な調

査は行われていない。そのため、史跡地中心部の構造に比べ、周辺部は不明な点が多い。今年度は宅

地造成工事、木造 2階建個人住宅に伴う浄化槽工事、鉄骨平屋造店舗に伴う防火水槽の計 3件の確認

調査を実施した。

2005-03地 点 (豊中894、 895 平成 1フ年5月 24日～6月 13日調査 )

調査経緯と経過

当該地は史跡池上曽根遺跡の南隣に接する。宅地造成工事が予定されたため、工事に先立って確認

調査を実施したが、平成 5年度の史跡指定地内の発掘調査により (93-1区 )環濠の存在が予想され

たため、環濠の位置確認を調査目的とする国庫補助事業とした。

調査区は道路敷設予定となる南北方向に幅 4m長さ57.6mと 設定し、平成17年 5月 24日 から重機で

第 5図 池上曽根遺跡 調査区位置図 (1:10,000)
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掘削を開始した。後述する基本層序の第 I層 (表土)、 第Ⅱ層 (灰色土)ま で機械掘削を行い、西狽I

に側溝を設定した。 5月 26日 に機械掘削が完了し、以下の層は人力掘削で遺構検出を行った。調査当

初、調査区南端の狽1溝断面で溝状の落ち込みを環濠と想定したが、狽I溝内および周辺で土器は全 く認

められず、確証は得られなかった。引き続き、調査区北側にむかって精査していくと青灰色のシルト

及び灰色シルトが広範囲に広がり、その北側に第Ⅳ層 (灰褐色土)が認められ、調査区北端から約 6

m付近で一条の溝状遺構を検出した。溝内で遺物は認められなかったが、層位より弥生時代末期から

古墳時代初頭と考えられた。30日 に調査区北側の側溝を掘 り下げ、第V層 (黒色土)の落ち込みを 3

ケ所で確認し、出土遺物の量、土層の状況からこれらを第 1、 第 2環濠と判断した。31日 より平面で

第V層 (黒色土)上面まで掘削を行い、竪穴住居の周壁溝を検出したが、遺構は上層の溝状遺構北側

でしか認められない (第 1遺構面)。 6月 7日 、更にこの下層でも遺構が確認できたため、第V層

(黒色土)の掘削を行った結果、柱穴、竪穴住居の周壁溝が確認できた (第 2遺構面)。 両遺構面とも

遺構掘削は一部に止め、平面図作成及び写真撮影を行った。 8日 、西側側溝で環濠断面が確認できた

が、第 2遺構面上での検出は困難であったため、東側にサブトレンチを設定し環濠を断面で確認する

こととした。サブトレンチの断面観察の結果、西狽I側溝の環濠断面とそれぞれ対応する落ち込みが確

認できた。 9、 10日 、サブトレンチの断面図作成及び写真撮影を行った。11日 、13日 に埋め戻しを行

うとともに、フェンスを撤去し後片付けを完了した。工事は環濠の上部40～ 60cmで行われる予定で

ある。

基本層序 (第 6図 )

基本層序は F史跡池上曽根遺跡保存整備事業報告書 第 1分冊』 (和泉市教育委員会 2000年)に
準拠する (ロ ーマ数字で表す層とそれに続 く ( )内の上色は同書による)。 調査区の北側の環濠検

出付近を基本層序とした。第 I層 (表土層):耕作土、床土等で現況の地表層。褐灰砂質土、にぶい

黄橙色粘質上で約40cmを測る。調査区全域で認められる。第Ⅱ層 (灰色土):中世以降の耕作土。
にぶい責褐色粘質土、褐色粘質上で約30cmを測る。調査区のほぼ全域で認められる。瓦器検出。第

Ⅲ層 (黒褐色土):中世以前の包含層で 6世紀後半～ 8世紀にかけての須恵器を包含する層とされて
いるが、今回、明確に該当する層は未確定である。第Ⅳ層 (灰褐色土):弥生時代末期から古墳時代
初頭にかけての土器を包含する層で、責灰粘質土、オリーブ褐色粘質土、10～ 30cmを 測る。一条の

溝状遺構を検出。ttV層 (黒色土):黒褐色粘質上で弥生時代の包含層。層厚は平均して30cm程度
である。前掲書によると第V層 は三層に細分され (上位からa～ c層 )、 それぞれが上位から弥生時代

後期、中期中葉から中期末、前期後葉から中期末、前期後半から中期前半に比定されている。今回、

Va層 は褐灰色土、Vb層 は黒色土層となり、a層上面、b層上面で遺構面を確認し、それぞれ第 1遺構

面、第 2遺構面とした。

遺構・遺物

弥生時代末期から古墳時代初頭の第Ⅳ層から切 り込む溝状の遺構を確認した。調査区北端から約 6

m付近であった。調査区内の全長は 2m、 東で幅50cm、 西で30cmと 西方向に狭 くなっている。西側

側溝断面による深さは15cm。 遺物は認められない。

黒色土上面 (Va層 )において検出した第一遺構面は、ピット、不定形土坑、竪穴住居などがあっ
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TP+85m

たが、遺構は調査区北端から6m付近までに集中している。これらの遺構を掘削すると、その底面か

ら前段階の遺構が検出され、下層遺構の存在が想定されたためVa層 を10～ 15cm人力掘削したところ、

調査区約1lmま での範囲で柱穴、竪穴住居などのおびただしい数の遺構を確認した。この第 2遺構面

では、柱穴はその直径により15cm、 30cm、 50cmの 3種類に分けられるが、総数は優に300を越え、

また複雑な重複のため掘削はごく一部に止めた。遺物より両遺構面とも弥生時代後期～中期に比定で

きる。

出土した遺物はコンテナ25箱で弥生時代の遺物が最も多い。180点を図示する (第 18～ 25図 )。

第18、 19図 は、機械掘削及びあげ上の上器で瓦器、須恵器を含む。33、 53は胎土に角閃石を含む。第

20～ 22図 の100ま では側溝の上器で、側溝出土地点は、調査区北端から1lmま での間である。991よ、

蛸壺底部を転用したもので破断面の一部を平滑に仕上げている。第22図 101～第24図 144は、Va層か

らの出土である。第23図 1391よ胎土に角閃石を含む。底径は14cmの脚部であるが、内面に著しくスス

が付着していることから、蓋に転用されたと思われる。第24図 1421よ 99と 同様に蛸壺底部である。図

24の 145、 146は 第 1遺構面の遺構から、147～ 1501ま第 2遺構面の遺構からの検出である。1501よ、胎

土に角閃石を含む。152は答部外面に 2条のヘラ描き沈線が巡る。156～ 160は サブトレンチ内からの

出上である。第25図 はVb層からの出上である。162、 178は 角閃石を含む。 1791よ直径15cmの柱穴

(遺構No.13)か ら検出した管玉で、全長0,9cm、 幅0.5cmを 測る。内外面ともに、オリーブ灰色で、縦

に半裁し、子との直径は0.2cm程度と思われる。穿孔は両方向からされている。

第 6図 200-3地点 西壁断面図 (縦 ]/40、 横 ]/200)
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第 7図 第 1遺構面平面図 (1/100)
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第 8図 200-3地点 第 2遺構面平面図 (1/60)

環濠

西側側溝の断面観察において、調査区北端、及びそこから5,5m、 9.5m付近の 3カ 所で溝状の落ち

込みが認められたため側溝下層の掘削を行った。調査区北端は、第1環濠の北側と思われたが、遺構

の大部分は調査区外で全容は明らかでない。環濠は第 2遺構面より下層でT.P.=8.2mを測る。調査区

内での幅は1,3mで ある。一方、後の2ヶ 所は、幅3.6m、 深さ0.6mで第 2環濠と思われた。環濠北側は

他の遺構に切られて明らかでないが、南側は第 2遺構面からの切 り込みでT.P.=8.4mを 測る。更に、

調査区の東に 3ケ所のサブトレンチを設定し、サブトレンチ 1で北側に落ち込む褐色粘土層を確認し、

第 1環濠に繋がるものと判断した。また、サブトレンチ 2で南側に落ち込む黒褐色粘土層、サブトレ

ンチ 3で も北側に落ち込む黒褐色粘土層を確認し、第 2環濠に繁がると判断した。

これらの結果、環濠は調査区にほぼ直交し、環濠の遺構構築面に差があることが断面の切 り込み面

から確認された。

まとめ

調査面積は約230ど であったが環濠の位置確認を第一義とした結果、遺構・遺物の検出は調査区の

北側、つまり環濠周辺に限られることとなった。史跡指定地内の既存調査から、黒色土中に 3層以上

の遺構面の形成が確認されており、今回の 2面の遺構面もこれらに該当する。遺物包含層として認識

されていた黒色土がおびただしい数の遺構覆上の集合によって形成されたものであることは、史跡指

定地外でも同様の結果として確認された。また、環濠埋没後にその周辺も含め多くの住居が営まれて

いたことも同様であった。

第 1環濠の一部と第 2環濠を断面と平面で確認したが、掘削は行わなかった。両環濠とも調査区に

ほぼ直交するもので、今回検出した環濠を追跡の主要遺構図に配置すると、98-1区 で検出した環濠

から想定される位置よりもかなり大型建物に近く、また、93-1区 で検出した第 2環濠の幅4.5～ 5m

に比べて約 lm狭い。第 2環濠の南側は、青色のシル トが広範囲に広がっており遺構 。土器はほとん

ど確認できなかった。更に、南の調査区外に環濠が存在しないとも言い切れないが、検出面、土層等

から判断して第 1、 第 2環濠とすることが妥当と思われる。

上記結果は、史跡指定地内の既存調査結果を再確認することとなったが、史跡指定地外の西側に更

に環濠が延伸すること、環濠のタト狽1には居住空間はほとんど認められないことは、新たな知見である

といえよう。
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サブトレンチ 1

1 lllYR2'1黒 色渇粘質土

2 10YR414褐色粘質土

3 101「 R2′ 2黒褐色粘土

4 111YR3お 暗褐色粘土 (若干砂混じり)

5 7 5YR3″ 黒褐色粘土

6 10Ⅵ秘′3黒褐色粘ヤ

7 7 5YR3′ 2黒褐色粘■

8 10YR3″ 黒褐色粘土

9 7 5YR3′ S晴褐色粘土

10 10YR344暗 褐色粘土

117醍■9/2黒 褐色粘土
127n■ 0′3暗褐色粘土

,3 10YR3′ l黒褐色粘主

14 10VR34暗 褐色粘土

15101/R42灰 黄掲色粘土

16 10YR3/2黒 褐也活土

17 10YR1/4褐 色礼上 (地 山、第 1環波のFl)

サブトレンチ 2

1 7 JxP3′ 1黒褐色粘上 (粗砂含有 )

2 10Ч R8′ 1黒褐色粘i
3 7 5YR3″ 黒樹色I「土 (粗砂含有 )

4 7 5YR3/1黒 褐色粘土

5 10YR2′ 1黒色粘質土

6 10YR3之 黒褐色粘上 (少量微砂含有)

7 11143/1黒 褐色粘土

8 111YR3/2黒褐色粘土 (粗砂含有 )

9 7 5YR3′ 2黒褐色れ土

ユO iOYR4お 褐色上

11 75YR3′ 1黒褐色粘質土

12 10YR3′ 2黒褐色粘質土

13 75YR3′2黒褐色粘質土

14 111YR9′ 2黒褐色粘質土

1510Ⅵ朔′1黒褐色粘質土

16751「 R3厖 黒褐色粘質上 (粗砂合布 )

1710Ⅵ臣帥 黒lB色 粘質■

1810h4ワ′1黒色粘質土

19751R2′ 1黒色粘質土

20751R17′1黒色粘質土

217曲 ■3′ I黒褐色粘質土 (粗 lrj/含有)

22 75VR3′ 2黒褐色粘質土 (粗砂含右)

28 75YR3′ I黒褐色粘質上

24 111YRク′ユ黒色粘質土

2575X/R2′ 1黒色粘質土

26 75YR2′ワ黒褐色粘質■ (粗砂含有 )

27 111YRク′ユ黒色粘質土

28 75YR2′ 1黒色粘質土

29 111YR2/1黒色粘質土

30 111YR2′ 1黒色粘質土 (細砂含有 )

31 75YRワ ′1黒色Fh質 土

32 111YR2′ 3黒褐色粘土

サブトレンテ a      n

l lllYR3′ 31音 褐色附質土

2 111YR3/1黒樹色Tll質 I

3 10Ⅵψ′1黒色粘質よ

4 7 5YR3′ 2黒 tl色粘質止

5 751R2′ 1黒色粘質上

6 7n■ 17/1黒色粘質土

7 111YR2′ ユ黒色林質上

8 ,5YR3′ 3暗褐色粘質■

9 1011」 3′2黒掲色Fj質 土

10 iOYR2′ 1黒 色lb質 上 (細砂含右)

11 10YRa′ 1黒掲色粘質上

12 10YRV3に ぶい黄lg色 砂

18 7 rJYR32黒 指色粘質土

14 10YR2′ l黒色lr質 土

15 10YR2′ 2黒褐色粘質土

16 7 5YR2′ 1黒色粘質上

17 10YR2'1黒 色材質■

18 7 5YR3/1黒 樹色粘上

ょ0 111YR2/1黒色粘上 (微砂含有)

20101「R3/1黒褐色粘■

91 101「R3/1黒褐色お質上

2ワ iOI「 R8穆 黒掲色粘質上

23101「 R2′ 1黒色粘土

第 9図 2005-03地点 サブ トレンチ断面図 (1/40)
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第 10図 池上曽根遺跡主要遺構配置図 (F史跡池上曽根遺跡保存整備事業報告書』2000
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調査前風景 (南から)

第 1環濠南側の肩 (東から)

第 2環濠北側の肩 (東から)

第11図
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第 2環濠南側の肩 (東から)

第 1遺構面遺構検出状況 (Jヒ ん`ら)

第 1遺構面遺構掘削状況

第 12図
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第 2遺構面遺構検出状況 (北から)

管玉出土状況 (東から)

第 2遺構面全景 (西から)

第 13図
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サブ トレンチ 1による第 1環濠の南側肩 (西から)

サブ トレンチ 2に よる第 2環濠の北側肩 (西から)



環濠の平面検出状況 (左右のライン内側が第 2環濠を表す)

環濠の平面検出状況 (ライン左側が第 1環濠を表す)

第 2遺構面遺構掘削状況

第 15図
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平面上の環濠 (北から)

(手前が第 1環濠の内側、奥 2本の間が第 2環濠 )

第 16図

-16-

ヽ

　

「

干1孝 | illl泰

鐘
枠争

年|.1名

当崇

持
隷

ｒ

十■
！
一．

一
・ヽ

，
・
一
一

,   _:_、

I地
1:.こ



―療●■
|・   '   二

―
・.|ぢ ■

平面上の環濠肩ライン (南から)

(手前 2本の間が第 ]環濠、奥が第 2環濠 )

第 17図
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第20図 2005-03地点 出土遺物実測図 (3)。 (側溝)
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第21図  2005‐ 03地点 出土遺物実測図 (4)。 (側溝)
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第2フ図 2005-03地点 出土遺物写真 (2)
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第30図  2005‐ 03地点 出土遺物写真 (5)
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2005-04地 点 (曽根町2丁目12-5 平成 17年5月 30日調査 )

2005-03地点の西150mの地点に位置する。個人住宅建設に伴い浄化槽設置が予定されたため、工

事に先立って調査を実施した。浄化槽部分に幅0。 9m、 長さ 2mの トレンチを設定し、重機で1.4mの深

さまで掘削を行い、断面観察を行った。表土は褐色土 (1層)で、以下、黄褐色を基調とした土、砂、

シル トが堆積 し、砂礫に至る (2～ 8層 )。 砂礫からは湧水が激しい。遺構、遺物は認められない。

写真撮影、断面図を作成し、調査を終了した。

0                 1tn

l lllVR4′ 4褐色土 (現地表土)~

2 1∝■5′6黄褐色土

3 10W■ 5′3にぶい黄褐色砂

4 25Y5′ 1黄灰色砂

5 10収■5j48黄 掲色土

6 1嶼■4′3にぶい黄褐色砂

7 25Y5/3黄 褐色ンルト (下部は砂層)

8 25Y5′ 3黄褐色砂礫 (直径 4m程度の円礫多数含む)

第31図 2005-04西壁断面図 第32図 2005-04地点 トレンチ写真

2005-10地 点 (千原田]2丁目5-1、 6-1、 245-1、 245-2、 249、 250、 256-1、

389-1、 389-2 平成 17年 10月 14日調査)

現況は店舗駐車場で、店舗拡張に伴う浄化槽について確認調査を実施した。史跡指定地に隣接し、

国道26号の西に接する。地表から約80cmは、駐車場の盛上で部分的に旧耕上が認められる (1、 2

層)。 下層は、にぶい黄褐色土 (3層 )で部分的に撹乱があり、以下はオリーブ褐色を基調とした粘

土、砂の堆積である (5～ 10層 )。 遺構、遺物は認められない。写真撮影、断面図を作成し、調査を

終了した。

B'             C

ー

1 25Y6/2灰 共色砂礫 (駐車場盛引二)

2 25Y9′ 1黒褐色■ (旧耕土)

3 1ω■5/4に ぶい黄ItJ色 上

4 10VR52に ぶい☆4gl色土に 2 5YR2′1黒 IL色 とが混じる (カ クラン、須恵器含む)
5 25Y5/1黄 灰色粗砂～細p1/

6 25Y42オ リーブ褐色粘■
7 '5Y4′ 4オ リーブ掲色粘■に 25ψ′1黒色粘上・PLじるi  8

五ヨ 与鋤鞠魅絲脇
|_________」

m

2005ぃ 10地点断面図第33図
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2.豊中遺跡、七ノ坪遺跡

第34図 2005-10地点  トレンチ写真

第35図 豊中遺跡・七ノ坪遺跡 調査区位置図 (1:10,000)
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豊中遺跡は現在までに最も継続して調査が行われている遺跡で、東西0.6km、 南北1.2kmを 測る。

国道26号付近は古墳時代の、泉大津中央線付近は平安～中世にかけての集落がみつかっている。中世

の遺構として、南北方向に流れる水脈上に丼戸が多数見られるのも当遺跡の特徴である。今年度は、

分譲住宅宅地造成、鉄骨 2階建共同住宅の 2件の調査を実施した。全面調査に及ぶ確認調査はなかっ

たが、古墳時代の柱穴を確認できた。

2005-06地 点 (北豊中町2丁目996-9の一部 平成 17年8月 1日調査)
分譲住宅宅地造成に先立つ確認調査である。当該地西で国道26号 と接する。道路の人孔となる部分

にトレンチを設定し、現況地盤より1.3mが人孔底となるため、その深さまで重機で掘削し断面の観察

を行った。 トレンチ上部60cmは盛上で、その下層に耕上が 2層みられる (2、 4層 )。 以下、オリー

ブ褐色粘土、灰責色粘上、オリーブ褐色砂に至る。灰黄色粘土は瓦器片を含むが、他に遺物は確認で

きない。断面図の実測、写真撮影を行い調査終了とした。

B'              C

1 10Y5′ 2オ リーブ灰色上 (盛土)

2 7 5Yμ l灰色上に部分的に25Y52黄 褐色粘土ブロックを含む (1日耕土)

3 5Y4′ 2灰 オリーブ上

4 5Y5′ 1灰色土 (旧耕土)          _m
5 25Y54黄掲色粘土
6 25Y3/31き オリーブ褐色土

7 25Y5′ 3黄褐色シルト (旧耕土)

8 5Y3/1オ リープ黒色土 (1日耕■)

9 25Y416オ リーブ褐色粘土

1025Y6Tl黄灰色砂

112「rα2灰黄色粘土 (瓦器、マンガン含む)

1225Y4′ 3オ リーブ褐色砂

1325Y4/2暗灰黄色砂

1425Y4/2暗灰黄色砂礫混じり粘土

第36図 2005-06地点 断面図

2005-12地 点 (東豊中町 1丁目967-10 平成 17年 12月 8、 9日調査)
遺跡中央やや南に位置し、当該地位置周辺部は古墳時代の住居が確認されている。 2階建て共同住

宅建設が予定されたため工事に先立ち合併浄化槽と建物の2カ 所にそれぞれトレンチを設定し、確認

調査を実施した。敷地北側浄化槽部分をトレンチ 1と し、4.3× 2.5mの規模とした。南側建物部分を

トレンチ 2と し、1lm× 1.4mの規模とした。それぞれ重機と人力で掘削し断面、平面の観察を行った。

トレンチ 1の層序は現況地盤の駐車場盛上の下層に 3層の旧床土があり、耕土は削平されていた。そ

の下層のオリーブ褐色土は約30cmあ り、土師器、須恵器を含む遺物包含層である。この層から切り

込む遺構がみつかったため平面を精査し、柱穴 8基、不定形土坑 1基を検出した。柱穴のうち 2基は、

直径60cmを測るが、調査区が狭いためどのような建物を構成するのかは不明である。

トレンチ 2は 8.5m南に位置する。 1～ 5層 まではトレンチ 1と 同様であるが、 5層 を切り込む遺構

も断面では認められる。 8層 も5層 を切り込む層で、 トレンチの中央から西にかけて溝状の落ち込み
となり遺物も含まれる。この下層は褐色の砂礫がトレンチの大部分に堆積するが、遺物は含まれてい

ない。旧古池が道路を挟み西にあるため、これに関連する砂礫層とも考えられる。

|___十
~~十~十~~十

~~~~~一十~~~iB

第37図 2005-06地点  トレンチ写真
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第40図は、遺構No。 9か ら検出した土師器高郭の一部である。外面はナデの後ハケの調整がみられ

る。胎土は0.lmmの砂粒を含むが密である。

トレンチ1と 2の間に新たなトレンチを設定し、柱穴の確認を予定したが、設計変更により、掘削深

度を浅くすることとなったため、本調査をもって終了とした。

トレンチ1

A

_妾
蚕

言
豊

豊

トレンチ2

D

B'                         C

―

一         

―

―

Cm

第38図 2005‐ 12地点 断面図

m

第39図 2005-12地点  トレンチ ]遺構平面図

第40図  2005‐ 12地点 出土遺物実測図

…34-

第41図  2005‐ 12地点 出土遺物写真



トレンチ 1 東壁断面 トレンチ2 全景

トレンチ]南 壁断面 トレンチ2 南壁断面 (1)

トレンチ 1 遺構検出状況 トレンチ 1 南壁断面 (2)

トレンチ]遺 構掘削状況剣状況           トレンチ1 南壁断面 (3)

第42図 2005-12地点 トレンチ写真
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七ノ坪遺跡は北豊中町 1丁 目、 2丁 目一帯に所在する古墳時代、中世の遺跡で、府立泉大津高校の

地歴部員による土師器壺採集が遺跡発見の契機となり、小字を追跡名とした。昭和43年、同高校の校

舎改築工事に先立つ発掘調査で土娠墓、弥生時代の河川が、昭和47年の同校内の調査では、古墳時代

の竪穴住居、方形集周溝墓、木棺直葬墓などが、また、昭和57年の調査では和泉では最初の水田跡の

発見があり、下層の水田は弥生時代であると思われる。中世の遺構としては井戸、溝、柱穴、土媛な

どがある。いずれも泉大津高校内で、同遺跡の中心部である。

2005-02地 点 (北豊中町2丁目5]フー1 平成 1フ年5月 23日調査)
府立泉大津高校の北約150mに位置し、敷地の西狽Iが遺跡に含まれる。分譲住宅宅地造成に先立ち、

汚水管埋設部分について確認調査を実施した。幅1.3m、 長さ8mの トレンチを設定し重機で掘削を行

い、断面、平面観察を行った。現況地盤から50cmま では既存建物解答時の埋め戻 し土で、以下、旧

耕上、旧床上、暗緑灰色土、黄褐色粘土、灰色砂、灰オリーブ粘土に至る。いずれの層も4～20cm

の幅で堆積する。旧床上下層の暗緑灰色土 (4層 )は、瓦器片、須恵器などの破片を含む層である。

トレンチ底面を精査すると、平面的に変化がみられたため一部下層を人力掘削したが、遺構・遺物は

認められなかった。写真撮影、断面図実測を行い、調査を終了した。

1 現地表土 (直径 5～ 10mmの 円礫、建物解体時の埋め戻し■)
2 5GY2/1オ リーブ黒色粘土 (旧耕■)

3 2 5GY4/1暗 オリーブ灰色■ (旧床土)                  。                  2
4 7 5GH4/1暗 緑灰tEL鰯 片 須恵器片など数点含0    -m
5 2 5Yy4黄褐色粘上

6 5Y541灰 色砂

7 5Y42灰 オリーブ粘土
8 25Y3/1黒褐色粘上

9 75Y5/1灰色粘土

第43図  2005-02地点 北壁断面図

■■ i:■ ■ :i  l    i髯 ●      .

第44図  2005-02地点 トレンチ全景、 トレンチ北壁断面図
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3.池浦遺跡、穴師遺跡

第45図 池浦遺跡・穴師遺跡調査区位置図 (1:10,000)

池浦遺跡は、弥生時代前期中段階に始まる泉州地域で最も古い弥生集落として知られている。市の

ほぼ中央部に位置し、遺跡の中心部は市立病院の東側であると推測される。池上曽根遺跡との関わり

を考察する上で重要な遺跡であるが、これらの調査成果は昭和40～50年代にかけてのことで、昭和60

代以降は、大規模開発がほとんどみられない。これにより近年の調査は確認調査にとどまっているが、

平成 9年度の調査で朝鮮系の無文土器の体部を検出したが遺構は認められなかった。今年度は分譲住

宅建設に伴う宅地造成が予定されたため確認調査を実施した。

2005-07地 点 (寿町83-1 平成 1フ年8月 1フ日調査 )

分譲住宅建設に先立つ確認調査を実施した。道路力所に 3ケ所の トレンチを設定し、重機にて掘削

を行い、断面観察を行った。北側からトレンチ 1～ 3と した。 トレンチ 1は、耕上、床土、責掲色シ

ルト、黄褐色粘上、黄褐色砂に至る。黄褐色シルトは遺物包含層で土師器数点が断面で確認できた。

図481ま同層からの柱状片刃石斧である。残存長5.2cm、 幅2.3cm、 厚さ1.4cmを 測る。内外面ともに灰

白色で、全体に摩減が激しいが片狽I側面のみが平滑であることから、砥石として転用されたと思われ

る。 トレンチ 2も、耕上、床土、黄褐色シルトがみられたがその下層の暗灰黄色砂より非常に湧水が

激しく、下層の詳細確認が困難であった。 トレンチ 3は、 トレンチ 1と ほぼ同様の層位であった。一

部下層の人力掘削を行ったが、遺構は認められなかったため、平面断面の実測図作製、写真撮影を行

い、調査終了とした。

」
．一一一学ヽ

Ｆ
一一娩
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第46図  2005-0フ地点南壁断面図

トレンチ2

第4フ図 2005-0フ地点 トレンチ写真

トレンチ ]

2005-0フ 地点出土遺物実測図

トレンチ3

第49図  2005-0フ 地点出土遺物写真

穴師遺跡は豊中遺跡の西側に位置し、その大半は泉穴師神社の境内である。遺跡半径は約200mと

狭い。明確な遺構は認められないが、古墳時代及び中世の遺物の散布がみられる。近年、耕作地から

宅地への転用により確認調査対象となることがあるが、遺跡全体の正確解明には至っていない。本年

度は分譲住宅建設に伴う宅地造成工事に先立つ確認調査を1件実施した。

2005-05地 点 (池浦町5丁目441番 ]、 8、 11、 15 平成 ]フ年6月 17日調査)
遺跡南西端に位置する。分譲住宅建設に伴う宅地造成工事に先立ち調査を実施した。道路予定力所

にトレンチを設定し、重機で掘削を行った。約 lm、 既存建物時の盛上がありその下層に暗灰責色シ

物
翔
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ルトをベースとした柱穴が確認できたが、全体に削平を受けている。更に80cmほ ど下層まで掘削し

たが、シルト層と砂層が続き遺構・遺物ともに認められない。盛土下層の暗灰黄色シルトの堆積状況

を確認するため、ここから1lm南に、 トレンチ 2を設定し重機で掘削を行った。ここも解体時の盛土

が lm近 くあり、下層は、旧耕土、暗オリーブ灰色シル ト、緑灰色及びオリーブ灰色の砂層に至る。

ほぼ水平の堆積である。遺構・遺物は認められない。平面、断面の実測図作製、写真撮影を行い調査

を終了した。

/́/      ＼、           1

/              ＼
/                  ＼

T3 )ぐ―Mぃ た眸 生 _              _Ⅲ
…

_一イ
/

|イ
/

帝
~~―壁一_ゴ |>絆¨

―
m    ::難蟄髯をよルト          :艶讐二鞄薇砂

第50図  2005‐05地点断面図

第5]図 2005-05地点 トレンチ写真
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4.虫取遺跡、板原遺跡

71 γrを■
ぅri l_irfi

跡

董進ユボ憂ヽ

第52図 虫取遺跡・板原遺跡調査区位置図 (1:10,000)

虫取遺跡は池上曽根遺跡に次ぐ面積を有する弥生時代の遺跡である。近年、宅地開発の増加が進む

地域で、これまでは顕著な遺構が認められない場合が多かったが、羽釜・瓦器碗などを伴った中世井

戸や溝などの中世居館を思わせる遺構を検出し、調査の進展により新たな成果が期待できる遺跡であ

る。今年度は、分譲住宅建設に伴う宅地造成、長屋建住宅、個人住宅の 3件に先立って確認調査を実

施した。

2005-01地 点 (板原町 1丁目283番の一部 平成 1フ年5月 18日調査)
中池の西側に隣接する。分譲住宅宅地造成に先立つ調査で道路の汚水管部分について幅1.6m、 長さ

-40-



7.3mの トレンチを設定し深さ1,3mま で重機で掘削を行った。現況地表±0.8～ lmま でコンクリー ト

基礎、針金などを含む織物工場の解体土で、以下、旧耕土、暗オリーブ色シル ト、黄褐色粘土に至る。

黄褐色粘土はトレンチ 4m付近で砂質土に変わる。遺構・遺物は認められない。断面実測図作製、写

真撮影を行い調査終了とした。

B     l 盛土 (建物基礎、コンクリート、針金など含む)

2 10YR3/1黒褐色土 (旧耕土)

3 5Y4/4暗 オリーブ色シルト

4 25Y5/6黄褐色粘土で下部は 25Y5/2暗 灰黄色粘土

5 25Y5/6黄褐色粘土

6 5層の砂質土
十_____――■―――一――――in

第53図 2005-01地点南壁断面図

2005-08地 点 (板原町3丁目240番 1、 241番 平成 17年9月 20日調査 )
遺跡の南端に位置し、敷地の一部が遺跡に含まれる。長屋立住宅建設に先立つ調査である。 トレン
チを設定し重機にて掘削を行った。現地表土宅地造成時の盛上で、下層に数cmの 旧耕土が部分的に

みられる。旧耕上下層には旧床土が トレンチの端でわずかに認められる。この下層は地山の浅黄色シ

ルトで下層にいくほど粘性が強い。最下層は灰白色粘土であった。浅黄色シルトを精査すると、杭跡

が数ケ所認められたが埋土は上層の耕土と同じ土であった。従来の近隣調査では、耕土及びその下層

は削平を受けてなくなっている場合が多かったが、今回のように耕上がなくなっている場合はその下

層が遺構面である可能性がある。遺構・遺物は認められない。断面実測図作製、写真撮影を行い調査

終了とした。

lω■5ん にぶい黄褐色砂礫 (宅地造茂時盛■)

2 dry3暗 オリープ褐色■ (旧耕土)

ワ5Yy3黄褐色土 (旧床■)

,5Y12浅 黄色ンルト (下部にいくに従って粘性が強くなる。吉卜分的に iOYRν 3 1H黄

褐色祐上を含よ。)

il YR8′ 1灰 自色粘土 (101「 R5κ 黄褐色粘■とマンガン粒を多く含む)

ni

第55図  2005… 08地点東壁断面図

,■■■■■

if群  |
トレンチ全景、南壁断面写真
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挙 i=iド ・ い~
2005-08地点トレンチ全景、東壁断面写真

2005-11地 点 (我孫子 1丁目505-6 平成 17年 11月 14日調査)
遺跡の東端に位置する。個人住宅建設に伴い杭工事が実施されることとなったため、確認調査を

実施した。敷地のほぼ中央にトレンチを設定し重機と人力により掘削を行った。現地表土とその下

層は宅地造成時の盛土であった。その下層は、旧耕土、旧床上で、床上の一部を切ってトレンチ東

から1.lm付近で灰オリーブ粘土を肩として流路が認められる。流路内はにぶい黄褐色砂で湧水があ

る。遺物は全く認められない。旧床土を切る肩であるので、比較的新しい流路であろう。平面断面

実測図の作製、写真撮影を行い、調査終了とした。

n

第5フ図 2005-1]地点西壁断面図

1 25Y4イ オリーブ鵜色主 (盛■。ヮラ、ガラスなど含む)
つ 25Y4珍 暗灰黄色■ (盛■)
3 ・DY2′ 1黒色■ (1回 耕■)
4 25Y3′ I黒褐色土 (炭混じる)

5 10YR4お 褐色上 (I口 床■)

6 10YR4′ 9にぶい黄褐色砂

7 5Y4′ 2灰 オリーブ粘質土

8 25Y5/6黄 褐色/t■
O ?5Y5′ I黄灰色I(下部は loYR02暗 褐色砂)
1025Y5,暗 Fk黄色粘質土

iテクタ

霊T遷錘工教r雄・とここ
レンチ全景、西壁断面写真第58図 2005-11地点 ト
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板原遺跡は、本市板原を中心とし、東南部では和泉市肥子町にまたがる遺跡である。国道26号線の

整備に伴う調査により縄文時代の流路や鎌倉時代の掘立柱跡などを検出している。その後の調査では

明確な遺構の検出はみられなかったが、昨年度の調査で瓦器椀小片・羽釜小片の出土とともに、中世

における耕作状況がうかがえる素掘小溝群が検出された。今年度は、個人住宅について確認調査を実

施した。

2005-09地 点 (板原町2丁目1009-4 平成 17年 10月 12日調査)

遺跡の西端に位置する。個人住宅建設に先立ち確認調査を実施した。敷地南端にトレンチを設定し

重機と人力により掘削を行った。現地表土から60cmは宅地造成時の盛上で部分的に旧耕土が認めら

れる。下層は明黄褐色粘上が60cm以上堆積し、下部になるに従って粘性が強くなる。この下層は黒

褐色粘上である。遺構・遺物は認められない。平面断面実測図の作製、写真撮影を行い、調査終了と

した。

A           B

Iコ

キ

1.25Y4/4オ リーブ褐色土 (宅地造成時盛土)

2 25Y3/1黒褐色土 (旧耕土)

3.lCIYR7/6明 黄褐色粘土 (下部にいくに従って粘性が強くなる。

色粘土が混じる。)

4 10H‐R3/2黒掲色粘土

第59図 2005-09地点 トレンチ断面図

第60図 2005-09地点 トレンチ全景、

う

3

4

部分的に lllYR6/1褐 灰

|

北壁断面写真
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表 2 2005-03地 点出土遺物観察表

器 種 出土地点 法量 (復元)cm 技法の特徴 色調・胎土・焼成 備  考

1 瓦器碗 機械掘削
．
ｍ
４．。“

径
首

径
高
台
各

日
残
高
首

グト回
ナ デ  高台只占付

内面
ヘ ラケ ズ リ

外面    灰色
内面     ク

密
意

13世紀

須恵器甕

日径
残高
底径

ll_2
タトlEl
平行 タ タキ

内面
同′ド、円 タ タキ

面

面

外
内

灰色
灰 白色
密
恵

古墳

弥生土器

堕

口径    ―
テ見ギ煮    10_7
底径    ―

グト回
夕 タキの ちハ ケ

内面
ハ イオ

外 面    淡橙 色
内面      ク

密
患

後期

4
弥生土器

望

口 径

残 高

底 径

9.0
タト団
表面剥 離  簾状 紋 の痕 跡 あ り

内面
表面剥 離

外 面    淡黄色
内面      ク

密
自

中期

弥生土器

望

径
高
径

口
残
底

(210)
68
外 面

内面  
口縁 部、竹 管 円形 浮紋  体 部簾状 紋

表面剥 離

外面    浅責橙色
内面      ク

密
息

中期

弥生土器

壺

径
高
径

日
残
底

(21_2)
6.5
タトF野
口縁部簾状紋 体部簾状紋

内面
ヨコナデ

71・回    次吏色
内面      ク

密
息

中期

弥生土器

壷

６
．
４

８
．
。

．

径

高

径

口
残

底

外 面
表 面剥 離  口縁 部 円形 浮紋貼 付

内面
ナ デ

外 国     長 東 色

内 面      ク

密
磁

中期

8
弥生土器

霊

径
高
径

口
残
底

(28,4)
7_3
タト冨τ
ナデ の ち日縁 部 凹線紋

内面
表 面剥 離

71・回    浚 東 色
内 面      ク

密
良

中期

9
弥生土器

奏

口宅と   (150
テ鳥干寺     55
底径    ―

外 面
口縁 部 ・頸 部 ヨヨナデ  体 部 ハ ケ

内面
体 菩醐限 ハヽ ケ

外 面    灰 白色
内面      ク

密
良

中期

10
弥生土器

甕

日往
残高
底径

側
３．５一

外 面
口縁 部 ヨコナ デ

内面
ナ デ

団
面
外
内
密
良

淡 東 色

中期

弥生土器

奏

径
高
径

口
残
底

(25.4
7_5
外面
口縁 部 ヨコナデ  体 部ハ ケ

内面
体 都ハ ケ

外 面    灰 白色
内面      ク

密
良

中期

弥生土器

奏

径
高
径

口
残
底

(352
74
外面
口縁 部 ヨコナデ  ミガキ

内面
ナデ

グトlHl        語島″(tヨ
内面      ク

密
良

中期

Ｏ
υ

弥生土器

高郭

．
９
．
８

一

径
高

径

口
残

底

外面
ケ ズ リ ? 表面剥 離

内面
シボ リ ロ痕残 す

タトlEl
内面

色
色
貢
白
技
灰
密

良

中期

14
弥生土器

台付鉢

一
６
．
。
８
．
８

径
高
径

日
残
底

外 面
ナデの ち凹線紋  五 カ所 円形 の透 か し

内面
表 面剥 離

A/トロ]        }火  [ヨ tユ
内面      ´

やや粗
良

中期

弥生土器

奏

５
．
６
３
．
３

一

径
高
径

口
残
底

外面
表面予U離

内面
葬 南 I離

回
面
外
内

火 日 色

密
良

中期

弥生土器

甕

口径
残 高
底 径

一
輌
％

外 回

ケ ズ リ  ス ス 付 着
内面

葬 面 劃 I離

回
面
外
内

佼 種 色

密
良

中期

弥 生

石包丁

残存長
巾
厚

７
．
４

７

外 回

内面

タト回
内面

中期

18
弥生土器

望

．
２
．
６

２
．
２

径
高

径

日
残

底

外 回
ミ ガ キ

内面
ナデ

グト回     仄 日 色

内 面      ク

密
遵

後期

弥生土器

望

径
高
径

日
残
底

4.9
(651

外面
板 ナデ

内面
指 オサエのちナデ

タト団       炒ぐ日色
内面      ク

密
遵

中期

20
弥生土器

望

口径
残 高
底径

一
解
盟

外 面
夕ヽ イナ

内面
ナ デ

タト回     〃ぐ日色
内面      ク

密
建

中期

弥生土器

望

口径    ―
テ見停慧     2.0
底径       (6.0)

外面
板 ナデ

内面
表輛師妥旧賂

グト回    火 日 色

内 面      ク

密
良

中期

つ
々

弥生土器

望

口 径

残 高

底 径

．
３
．
。

８
．
４

外面
表面最U離

内面
寿 嗣 i離

タト回       炊 日色
内面      ク

密
由

中期
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宣物番号 器 種 出土地点 法量 (復元)cm 技法の特徴 色調・胎土・焼成 備  考

弥生土器

望

径
高

径

口
残

底

一
器
貶

ノトロヨ
エ 具痕 残 す

内面
十 デ

タトロ可       汐(に」tユ
内面      ク

密
血

中期

弥生土器

霊

日径    一
残高   16

'こ

電ぞ≧     (76)

グト団
表面 剥離  黒斑 ア リ

内面
豪ユ輌師甚出離

タト団       炒ぐにJ亀
内面      ク

密
遺

中期

弥生土器

霊

日径    一
残 高      32
底径       (75)

タトロ]
ケズ リ ? 表面剥離

内面
葬 面 訥 I離

タト雇了        狂金色
内面    明褐灰 色

密
也

中期

弥生土器

望

∞
認

・

径
高
径

口
残
底

外 面
板 ナデ

内面
ナ デ

外 面    淡 黄色
内面      ク

密
患

中期

弥生土器

霊

回 径

残 高

底 径

一
堀
∝

外 面
板 ナデ

内面
葬 面 劃 離

外 面    灰 白色
内面      ク

密
患

中期

弥生土器

空

日径    ―
残 高   19
底径  (117)

タト〓三
表面剥 離

内面
葬而師予‖苫昨

外 面    褐灰 色
内面    にぶ い黄橙 色

密
息

中期

弥生土器

璽

径
高
径

口
残
底

一
箭
罰

外 面
ケズ リ

内面
ハ /ケ

外 面    褐灰 色
内面   にぶ い黄橙 色

密
也

中期

弥生土器

笙

径
高
径

口
残
底

・
％
知

タト雇三
表面剥 離

内面
指 オサエ の ちナ デ

外 面    灰 黄色
内面    浅黄色

密
息

中期

弥生土器

蜜

口径
残 高
底 径

タト面
ヘ ラケ ズ リ

内面
ナ デ

面
面
外
内

にぶい黄橙色
褐灰色
密
磁

中期

弥生土器

奏

径
高
径

口
残
底

40
(59)

タト面
表面剥 離

内面
表面剥 離

面

面

外
内

にぶ い黄橙色
黒色
密
良

中期

生駒西麓

弥生土器
あげ土

一
Ｍ
努

径
高
径

口
残
底

タト冒三
表面剥離

内面
表面剥離

浬

頼
輌
誉

にぶい褐色
にぶ い黄褐 色
角 閃石 含 む
不 良

中期

34
弥生土器

董

％
弼

一

径
高
径

口
残
底

タト面
表面 剥離

内面
表 面票U離

色
色
橙

灰
密

良

面

面

外
内

中期

弥生土器

質

径
高

径

口
残

底

(175)
■9

71・回
口縁 部簾状 紋 、頸部 以下 ヨコナ デ

内面
ナ デ

色橙
色
黄
白
浅

灰
密

良

面

面

外
内

中期

弥生土器

至

径
高
径

日
残
底

(174)
59
クトlal
口縁 部 ヨコナデ  頸 部ハ ケ

内面
表 面剥離

弾

ク
剤

貞
や

回
面
外
内

中期

弥生土器

霊

日径
残 高
底 径

一
醒
軽

タトIEl
表 面剥離

内面
表面剥離

色
色
褐
白
黒

灰
密

良

面
面
外
内

中期

弥生土器

堕

口径
残 高
底 径

一
別
鯉

クト雇三
す旨オリエ

内面
表面剥離

外面     浅黄橙 色
内面      ク

密
や や不 良

中期

弥生土器

望

口径
残 高
底 径

一
郷
器

タトロヨ
指 オサ エ

内面
表面剥 離

面
面
外
内

責灰 色
灰 黄色
密
良

中期

弥生土器

璽

口径
残 高
底 径

一
略
％

71・回
表面剥 離

内面
表面 剥離

色
色
橙
灰

密

良

面
面
外
内

中期

弥生土器

笙

口径    一
残 高   16
,0電窄≧     (761

外 回
表面 剥離

内面
表面 剥離

外面    にぶ い橙 色
内面       ク

密
や や不 良

中期

弥生土器

霊

径
高

径

口
残

底
■9
(741

外面
表 面 剥離

内面
表面 剥離

外面     浅黄橙色
内面    責灰 色

密
良

中期

43
弥生土器

望

口径    一
残 高      35
底径      (94:

外 国
ケ ズ リ ?表面剥 離

内面
指 オサエ

外面    渡黄橙 色
内面    灰 白色

や や粗
やや不 良

中期

44
弥生土器

望

径
高

径

口
残

底
37
(1021

クI‐雇野
表 面剥 離

内面
表面剥 離

外面    茂責橙 色
内面      ク

密
良

中期

45
弥生土器

里

径
高
径

口
残
底

．
２
．
２

４
，
。

面

表面剥離
内面
ナ デ

グト剛      床 日色
内面    橙 色

密
由

後期
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宣物春号 器 種 出土地点 法量 (復元)cm 技法の特徴 色調・胎土・焼成 備 考

46
弥生土器

霊

．
加
３．。

径
高
径

日
残
底

ガ キ

内 面

ナ デ

グトlHl タト雇三        う〔(2
内面    淡黄色

密
良

後期

47
弥生土器

甕

口径
残 高
底径

・
％
∝

タトIEl
表面剥 離

内面
表面剥 離

密
良

面
面
外
内

灰 白色

中期

48
弥生土器

甕

回 径

残 高

底 径

一
刺
∝

タトIBI

表 面 剥 離

内 面
表 而 剤 I離

外 面    灰 黄褐色
内面      ク

0 5mm以下の砂多 数含 む
良

中期

49
弥生土器

堕

日 4差    (282
カ宅下三     50
底 径    一

グトlHl
口縁 部 凹線紋  頸 部表 面剥 離

内面
ヨコナ デ

密
良

淡 黄 色画
面
外
内

中期

弥生土器

鉢 ′

∝
鶴

・

径
高
径

日
残
底

グト回
口縁 部 ヨコナデ  体部 ナデ  スス付 着

内面
指 オサ エ の ちナ デの ちハ ケ

密
良

外 面     灰 白色
内面    灰 責色

中期

弥生土器

鉢

回 4垂    く372
残 高      42
底径    一

ノトロ]
日縁 部、体 部簾 状紋

内面
表面剥 離

密
良

外 面    灰 責褐色
内面    橙 色

中期

弥生土器

甕

％
測

一

径
高
径

日
残
底

外 面
口縁 部 ヨコナデ  表面 剥離

内面
ナ デ

グトlEI        Y多鴬
=qtョ内面      ク

密
良

中期

生駒西麓
弥生土器
高  郭

．
傲
９．５

径
高
径

口
残
底

タトFτ
端 部 ヨコナデ  面取 り

内面
ナ デ、 しば り痕残 す

筒 ν(色

角 閃 石 含 む
匙

回
面
密

外
内

中期

弥生土器

高郭

口 径

残 高

底 径

64
タト雇写
郭 部 ナ デ、脚 部、 ヘ ラケ ズ リ

内面
ナ デ、 しば り痕残 す

グトlHl        ■XにJt皇
内面      ク

密
由

中期

弥生土器

蛸  壷

口 径

器 高

底 径

如
０・。・

タトE野
表 面剥離

内面
表 面剥 離

タトIEl        れOt
内面     ク

密
血

中期

弥生土器

奏

口径
残 高
底径

・
弱
弼

タト面
表 面剥 離  スス付 着

内面
表 面剥離

タトlEl        l火 LJ色
内面      ク

密
自

中期

弥生土器

奏

口 径

残 高

底 径

・
樽
側

タト面
表 面剥離

内面
表面票J離

外 lEl        l火 L」 把ヒ
内面    明褐灰 色

密
息

中期

58
弥生土器

奏

口径
残 高
底径

・
留
約

外 面
ケズ リ

内面
表面剥 離

明褐 灰
灰黄褐

面
面
外
内

密
意

中期

尖突器

残存 長
巾
厚

４

１

９

外 面

内面

タトF野
内面

未製品

60
弥生土器

璽

側溝

口宅き   (150
残 高     140
底径    ―

口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 ゆ る い 凹 線

内 面
口 縁 都 ヨ コ ナ デ

面外 外面   にぶ い黄橙 色
内面    橙 色
l mm以 下 の砂 を含 む

意

中期

弥生土器

甕

口そ垂   (144
残 高      63
底径    ―

口縁 部 ヨコナデ  体 部削 リスス付 着
内面
ナデ

面外 外面    灰 白色
内面    黄灰 色
l mm以下 の砂 多数含 む

逸

中期

弥生土器

甕

口ぞ≧   (200
残 高      85
底径    ― 覆興ジ晶万市吾縁爺球曾安変再着

口 孝乗 喜【コ コ ナ 7 伝 害Кク、ケ
内 面

外面    にぶ い橙 色
内面       ク

蜜
意

中期

弥生土器

甕

口ぞ≧   (202
残 高      32
底径    ―

外面
口縁 部 ヨコナデ

内面
表 面剥 離

タトEtt        に携ミい寝螢て色
内面    橙色
l mm以下の砂多数含む

慮

中期

弥生土器

斐

口ぞ登   (290
残 高      58
底径    一

外面
口縁 言トヨコナ |ガ、 イ本吉焉ハ ケ

内面
頚部ハ ケ調整、体 部ハ ケの ち指 オサエ

タトロヨ        に夢式い増金色
内面   にぶい責橙色
l mm以下の砂多数含 む

息

中期

弥生土器

奏

口宅登   310
残 高      75
底径    一

タト属∬
口縁 部 ヨコナデ、体 部 ハ ケ

内面
口縁 部 ヨコナデ  体 部 ナデの後 ハ ケ

外 面    浅黄橙 色
内面      ク

密
息

中期

弥生土器

甕

絲
側

一

径
高
径

口
残
底

タトlEl
口縁 都 ヨコナデ  体 部 ナデ、 スス付 碧

内面
口縁 部 ヨコナデ、体 都 ナデ

外 面    灰 黄色
内面      ク

密
息

中期

弥生土器

菱

誦
％
・

径
高
径

口
残
底

回 縁 吉Бヨ コ ナ デ 、 ハ 宅オの ち 頚 書Бヨ コ
ナ デ

内 面
ハ ケ の ム「¬縁 書Kコ コ チ デ

外面   にぶ い黄橙 色
内面      ク

密
也

中期

弥生土器

甕

口牟≧   (246
玩見浮尋     60
底 径    一 内 面

国 縁 部 コ コ ナ デ 、 体 部 ナ デ の ち ヘ ラ
ミ ガ キ

下以

面

面

ｍｍ

外

内

１ 中期
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遺物番蝙 器 種 出土地点 法量 (復元)cm 技法の特徴 色調・胎土・焼成 備 考

弥生土器

鉢

日径  (11_2
残 高      58
底径    一

紐 孔 有  口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 体 部 ヘ ラ
ミ ガ キ

内 面
依 著Кハ ケ

外 面    灰 自色
内面    にぶ い橙 色

密
良

中期

弥生土器

鉢

径

高

径

口
残

底

(308
50 口 縁 部 ヨ ヨ ナ デ の ち キ ザ ミ ロ  体 部

ナ デ の ち 凸 帯 貼 付 、 先 端 部 キ ザ ミ ロ
内 面

浅 貢 橙 色面
面
外
内

密
良

中期

弥生土器

鉢

径
高
径

口
残
底

(39_6
81
タト雇憲
口縁部 ヨコナデ 体部ハ ケ
内面
ハケのちナデ

グト団      νく日但
内面      ク

密
良

中期

ラ
イ

弥生土器

堕

ロイ垂   (188)
残 高      38
底径    一

ナ デ

内 面

ナ デ

面 外 面   にぶ い貢種 色
内面    橙 色
l mm以下 の砂 多数含 む

遵

中期

弥生土器

霊

径
高
径

口
残
底

(202)
43 口 縁 部 強 い ヨ コ ナ デ 、 T/1w部 ナ デ  ロ

縁 部 紐 孔 有
内 面

外 lEl    にぶ い植 色
内面    灰 白色
l mm以下 の砂 多数含 む

崖

中期

弥生土器

笙

ロイ垂   (224)
残 高   115
底径    一

ヨコナデ  ス ス付 着
内面

ヨコナデ

面外 中
弾

必
一

下以

回
面

剛

外
内

１ 中期

弥生土器

堕

口宅≧   (200)
残 高      75
底径    ―

クトIBI 
日 縁 部 、 簾 状 紋 の 後 、 円 形 浮 紋  体
部 簾 状 紋

内 面

タト回     歩こ日也
内面      ク

密
蔵

中期

弥生土器

霊

口径
残 高
底 径

如
絲
一
展で請是犀森冒唇符

ち
籍 縫〒そ幾
した

内 面
ヨ コ ナ デ 、 伝 部 ナ デ

に ぶ い 貢 植 色

密
やや粗

画
面
外
内

中期

弥生土器

望

口 径

残 高

底 径

弱
測
・

口 縁 部 、 ナ デ の ち 簾 状 紋  体 部 、 ナ
デ の ち 簾 状 紋

内 面
ハ ケ の ち ナ デ

灰 口 色

灰 責 色
2 mmの砂多数含む

芭

画
面

一

外
内

１ 中期

弥生土器

器台

口 径

残 高

底 径

刺
罰
一

口 縁 部 ヨ コ ナ デ 調 整 後 、 凹 線 紋 四 条
体 部 、 ナ デ 後 凹 線 紋

内 面
ハ ケ の ち ヘ ラ ケ ズ リ

外面   にぶい黄橙色
内面    灰 白色
1～ 2 mlnの砂多数含む

也

中期

生駒西麓
弥生土器
壺

ロイ垂   ―
残 高     70
底 径    ―

グI・団
簾状 紋

内面
ハ ケ調 整 の ち円形 浮紋 貼 り付 け

外面
内面
密 嚇弾い意
角

中期

北1可内

弥生土器

堕

(136,
99

径
高
径

口
残
底

クト向
回縁 部 、 ヨコナデ の ち擬 似流 水 紋

内面
表 而詔I離

外 面    灰 白色
内面      ク

密
慮

中期

弥生土器

堕

価
猛

・

径
高
径

口
残
底

タト回
 口 縁 部 ヨ ヨ ナ デ  顕 部 ハ ケ 調 整 後
口 縁 部 波 状 紋

内 面
葬 面 劃 雄

外 面    灰 白色
内面      ク

l mm以下 の砂 多数含 む
患

中期

弥生土器

笙

径
高
径

口
残
底

(260
102 累矮毅裟泉泰部

、ハケのちヨコナデ
内 面
 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 体 部 タ テ ハ ケ の ち

外 面    灰 白色
内面      ク

l mm前後 の砂 多数含 む
慮

中期

弥生土器

璽

ロイ垂   (260
テ見下三     8_4
底 径    一

クトIHl 
晃籍甦ど
、
姦震義
の
腺善る宍少箭墨秀

内 面
 負 聾 埜 毯 の 工

「

I繰 菩 К コ コ キ ヂ

む

韓

韓

勢

息
下以

面

面

剛

外

内

１ 中期

弥生土器

霊

径
高
径

口
残
底

(328)
100

内 面

口縁 部ハ ケ、頸 部下 ヨコナ デ、 以下
ナデ

灰 白色面
面
外
内

密
慮

中期

弥生土器

堕

箭
∝

・

径
高
径

口
残
底

内 面

日縁 部 ハ ケの ち ヨコナ デ、頚 部 以下 、
ナ デ

面
面

一

外
内
１ 中期

弥生土器

望

口 径

残 高      25
,式イ垂   (72)

外 向
ミ ガ キ

内 面
ハ ノヶ

外 面    黒褐 色
内面      ク

密
慮

?

弥生土器

望

口 径

残 高

底 径

．
３．５Ｍ

夕I‐向

ケ ズ リ

内 面
底 部 指 オ サ エ 、 体 都 ナ デ

外 面    褐灰 色
内面      ク

密
鷺

中期

弥生土器

堕

口 径

残 高

底 径

・
器
努

タト向
表面剥 離

内面
;夫ユF面〒事‖督雅

橙 色面
面
外
内

密
息

中期

弥生土器

笠

一
開
罰

径
高
径

口
残
底

クト向
ミガキ

内面
葬 面 劃 雛

外 面     灰 白色
内面      ク

粗
磁

中期

弥生土器

董

径
高
径

口
残
底

一
罷
∞

タトロ■
ミガキ

内面
葬 面 劃 雛

外 面    灰 白色
内面      ク

や や粗
や や不 良

中期

弥生土器

甕

一
罰
μ

径
高
径

口
残
底

タトral
表面剥 離

内面
葬 輌師霊H離

外 面    灰 白色
内面      ク

l mm以下 の砂 多数含 む
患

中期
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旨IPl恭召 器 種 出土地点 法量 (復元)cm 技法の特徴 色調・胎土・焼成 備  考

弥生土器

甕

口 径

残 高

底 径

一
部
弼

ダト回
表面剥 離

内面
ハ イナ

外 面     灰 白色
内面   にぶ い責橙 色

密
鷺

中期

弥生土器

甕

一
年
罰

径
高
径

口
残
底

タト団
表面剥 離 、 スス付 着

内面
ナ デ ?

面
面
外
内

淡黄色
淡黄色
密
息

中期

弥生土器

甕

一
γ
猫

径
高
径

口
残
底

グト回
ケズ リ スス少量付 着

内面
ハ イナ

外面    明褐 灰色
内面   にぶ い黄橙 色

や や粗
息

中期

弥生土器

甕

口径    一
廃見下三     70
,ヨこぞ至    (lo o)

グト回
ケズ リ

内面
ハ ケ、底 部 、指 オサエ

外面    灰 白色
内面      ク

密
患

中期

弥生土器

高杯脚

日径    ―
テ鳥梓三     28

'氏

ぞ≧   (174)

タト団
脚 台下 部 ヨコナ デ、他 、表 面剥 離

内面
ケズ リ

髄
崇

郷

灰

ぃ
彬

良
下以

面
面

ｍｍ

外
内

１ 中期

弥生土器

鉢脚部

口 径    ―

廃 宅 檸 毒      78

底 径    ―

RA牟 子   rlA R

内面 す者昇率
所脚嘉象下雪督勢募脚書【

ヘ

筆費豊聖幹と囲婆充鋒拝占ぇ筈拿詩転
む

晦
韓

勢

良
下以

面
面

ｍｍ

外
内

１ 中期

弥生土器

高郭脚

口 径

残 高

底 径

．
９
，
３

４
．
８

外 面
面取 り状 の ケズ リ

内面
シボ リ ロ痕 //3す

外 面    浅 責橙 色
内面      ク

粗
良

中期

弥生土器

蛸壷底部

．
２
．
８

６
．
。

径

高

径

口
残

底

外 面
指 オサ エ

内面
キ旨オサ エ

グト団      灰 日色
内面    黄灰 色
l mm以下 の砂多 数含 む

良

中期

弥 生

石包丁

長存残

巾

厚

外 面

内面

タト団
内面

弥生土器

里

黒色土上

褐灰色土

口径      (168)
残高     45
底径    ―

タトコ王
表 面最U離

内面
表 面剥 離

外 面     にぶ い橙 色
内面       ク

l mm以下 の砂 多数含 む
良

中期

弥生土器

望

口窄と   (164)
廃見ド
=     32底径    一

タトロ野
口縁 部 ヨコナデ ?表 面剥 離

内面
葬 面 劃 離

外 面   にぶ い貢橙 色
内面    灰 白色
l mm以下 の砂多 数含 む

良

中期

弥生土器

望

径
高
径

口
残
底

(232)
24
外 面

口縁 部 、 ヨコナ デの ち凹線 紋 三 条
内面

ヨヨナデ

外 向   にぶ い貢橙 色
内面    灰 白色
l mm以下 の砂 多数含 む

良

中期

生嗣四麓

弥生土器

望

口径      (146
テ鳥拝三     72
底径    ― 内面  祭球佗墓裟緩桝葉絲

の痕跡 体部 タト回       明街 tユ内面    灰 黄 褐色
角 閃石含 む。 や や粗

芭

中期

105
弥生土器

更

ロイ垂   (246
溌亀拝尋     23
底径    一

外面
口縁 部 ヨコナデ  以 下 ナデ

内面
莫誨 ‖離

グト回       〃く日色
内面      ク

1～ 2 nlnの砂 多数含 む
芭

中期

106
弥生土器

堕

ロイ垂   (24.0
//4高      2_9
底径    一

外面
口縁 部体 部簾状 紋

内面
葬面婁‖utF

タト団       〃(貢律柔ユ
内面      ク

l mm以下 の砂 多数含 む 中期

弥生土器

堕

ロイ垂   (24.0
残 高      2_4
底径    一

外面
日縁 部簾状 紋 の ち円形 浮紋貼 り付 け

内面
烈 点紋 、一 部残 し表面剥 離

ノトlHl       ■Xξ更4働 tユ
内面      ク

l mm以下 の砂 多数含 む
連

中期

弥生土器

堕

口宅登   (194
残 高   16
底径    一

ヨ ヨ ナ デ

内 面
ヨ コ ナ デ

面外 外 向   にぶ い貢橙 色
内面      ク

l mm以下 の砂多 数含 む
崖

中期

弥生土器

蛮

口ぞ≧   (260
残 高      37
底径    ―

クト雇三
表 面剥離

内面
表 面剥 離

外 向   にぶ い貢橙 色
内面      ク

l mm以下 の砂多 数含 む
息

中期

110
弥生土器

高  杯

口径      (148
努見干考     40
底 径    一

外 面
口縁 部 ヨコナデ  体 部 ミガキ ?

内面
表 面剥離  一部 、 スス付 差

外 向   にぶ い貢種 色
内面     にぶ い橙色
lmm～ 2mmの砂 多数含 む

由

中期

弥生土器

鉢

[]径     (172
カ鳥拝尋     5_2
底径    ―

日 縁 部 凹 線 紋 、 体 部 簾 状 紋  頸 部 、
紐 穴 有 り

凹
　
　
面

外

　

内

外 向    にぶ い種 色
内面    灰 白色
l mm以下 の砂多 数含 む

農

中期

弥生土器

鉢

口径
残 高
底径

３
．
８

６
．
９

一 内 面

口 縁 部 ・ 体 部 の 一 部 に 簾 状 紋 が 認 め
ら れ る 以 外 、 表 面 剥 離

タト田町       十働・Xtユ
内面    にぶ い橙 色
l mm以下 の砂 多数含 む

農

中期

弥生土器

甕

(27.4
30

径
高

径

口
残

底

タト面
口縁 部 ヨコナデ  体 部 ハ ケ

内面
ナ デ

タトlal        にデミヤヽおき拒q
内面       ク

l mm以下 の砂 多数含 む
崖

中期

弥生土器

甕

(200
29

径
高

径

口
残

底

外 面
表面剥 離

内面
表面剥 離

タトEEl        ■xにJ色
内面      ク

l mm前後 の砂多 数含 む
自

中期
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置物番捐 器 種 出土地点 法量 (復元)cm 技法の特徴 色調・胎土・焼成 備  考

弥生土器

甕

．
４
．
５

一

径

高

径

口
残

底

タト面
タ タキ

内面
表面剥 離

外面    に ぶ い種色
内面    褐灰 色
l mm以下 の砂 多数含 む

遵

後期

弥生土器

望

径
高

径

口
残

底

一
努
刺

外 回
ナデ

内面
ハ イナ

画
面
外
内

にぶ い貢種 色
灰 白色
密
息

中期

弥生土器

質

一
射
側

径
高
径

口
残
底

外 国
指 オサエ後  板 ナデ

内面
強 い ヨヨナデ

回
面
外
内

渉 こ日 t
にぶい黄橙色
密
由

中期

弥生土器

望

径
高
径

口
残
底

2_3

(88)

タト回
指 オサ エ

内面
表面剥 離

外 向    灰 貢褐色
内面     浅黄橙 色

密
意

中期

弥生土器

堕

径
高
径

口
残
底

一
％
粥

タトHl
ハ ケ

内 面
ナ デ

外面    灰 黄色
内面      ク

lmm-3mmの 靱膨多数含 tF
意

中期

120
弥生土器

望

口 径

残 高

底 径

・
調
解

外 国
ヘ ラ ケ ズ リ

内 面

表面剥離 わずかに指オサエの痕跡

外面    灰 白色
内面      ク
0 5nIIll前後の砂多数含む

患

中期

弥生土器

望

往
高
径

口
残
底

3.6
(8_2)

グトIEl
ヘ ラケ ズ リの ち ミガキ

内面
ハ ケ調 整

外 面    灰 黄 褐 色

内 面    灰 白 色
1～ 2nl n前 後 の 砂 多 数 含 む

恵

中期

つ
々

弥生土器

堕

口 径

残 高

底 径

一
駆
罰

外向
表面承U離

内面
ヨコナデ  底 都指 オサ エ

面
面
外
内

灰 白色
灰 白色
密
意

中期

弥生土器

望

一
駆
側

径
高
径

口
残
底

外 向
ケズ リの ちナデ ?

内面
十 ヂ

外 面    暗灰色
内面      ク

l mln前後 の砂多数含 む
息

中期

弥生土器

堕

口 径

残 高

底 径

．
３
．
。

９
．
４

タトIal
表 面剥 離

内面
葬 面 劃 督雅

外面    灰 黄褐 色
内面      ク

1～ 2 mlnの砂 多数含 む
息

中期

黒斑あり

125
弥生土器

璽

径
高
径

口
残
底

・
側
望

タトlal
表面剥 離

内面
義ユ〒師事朧雅

面
面
外
内

灰 黄褐色
浅黄橙 色
密
息

中期

126
弥生土器

望

径
高
径

口
残
底

・
側
箭

外 向

表 面 剥 離

内 面
葬 面 劃 雛

外 面    灰 色
内面     ク

2 mln前後 の砂多数含 む
息

中期

弥生土器

里

口 4差    一
残 高   4.1
底 径    (10_0)

タトlal
でヽ ラ ミガキ

内面
十 デ

外 面    灰 白色
内面   にぶ い黄橙 色

密
患

中期

弥生土器

璽

口径    一
テ完
=三

     100
底 径      (134)

71‐血
指 オサ エ の ちナデ

内面
ハ ケの ちナ デ

後一副

面
面

剛

外
内

２ 中期

弥生土器

堕

口径    ―
残 高     80
)≧こ窄騒    (106

外 向
分 割 ヘ ラ ミガキ

内面
ハ ケ調 整

外面    灰 責色
内面    灰 白色
1～ 2 mlnの砂 多数含 む

良

中期

弥生土器

堕

口 4益   (115
夢見下三     3_7
底 径    ―

タトlBI
表面剥 離

内面
表面剥 離

面

面

外
内

にぶ い責橙色
灰 白色
密
良

中期

弥生土器

甕

口径
残 高
底径

・
駆
測

外 回

指押 え
内面

葬 面 劃 雛

外面    灰 黄褐 色
内面    灰 白色
l lllln以 下 の砂 多数含 む

良

甲別

底部穿子し

有 り

弥生土器

甕

口 径

残 高

底 径

一
石
Ｍ

外 面
板 ナデ ? 一 部分 スス付 着

内面
葬 面 劃 離

外面    灰 黄褐 色
内面      ク

2 mln前後 の砂 多数含 む
良

中期

133
弥生土器

堕

口 4益
残 高
底 径

．
４
．
４

４
．
８

タトlal
表面剥 離

内面
指 オサエ

色
色
白
灰
灰
褐
密
良

面
面
外
内

後期

弥生土器

甕

口径    ―
残 高      46
底径       (58)

タトIBH
表 面剥 離

内面
表ユ〒節募‖言賂

外 面    灰 黄色
内面    灰 色
2 mm前後 の砂 多数含 む

良

中期

弥生土器

甕

口径    一
残 高      33
底径       (80)

外面
表 面剥 離  スス付 着 ?

内面
表ユ輌師霊購鋒

外 面    橙色
内面    灰 白色
2～3mm前後 の砂 多数含 む

良

中期

弥生土器

甕

日そ益   一
残 高     30
,こミぞ≧     (59)

外面
ケ ズ リ ?

内面
ナ デ

後一削

面

面

ｍｍ

外

内

１ 中期

弥生土器

甕

口径    ―
力亀下三     2_4
,こ更ぞ登     (67)

外 面
表面剥 離

内面
ラ売二F面〒妥‖atF

外 面    灰 黄 褐色
内面      ク

l mm前後 の砂 多数含 む
良

中期
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遺物呑号 器 種 出土地点 法量 (復元)cm 技法の特徴 色調・胎土・焼成 備  考

弥生土器

甕

39
(86)

径
高
径

日
残
底

タトIEl
夕ヽ イオ

内面
表 而剥離

外 面   にぶ い黄橙色
内面    灰 白色
0_5mm以 下 の砂 多 数含 む

巨

中期

生駒西麓

弥生土器
脚転用奉

径
高
径

口
残
底

・
盟
如
¨

タト団

内 面
ス ス 付 碧

外 面    暗灰 黄色
内面      ク

角閃石 lmm以下 の砂含 む
良

中期

140
弥生土器

高郭

58
(108)

径
高
径

口
残
底

外面
表面剥離  ミガキ ?

内面
右 方 向の ケズ 1'

外面   にぶ い黄橙色
内面      ク

lm皿前 後 の砂 多数 含 む
良

中期

弥生土器

高杯

一
能
一

口 径

残 高

底 径

表 面 剥 離
内 面

上 部 、 円 板 充 填 痕 あ り 脚 部 絞 り 目
れま  ¬ド
=K  
ノ■リイにれ,「 烹〒BVめ ,ヨ

外 面    灰 白色
内面
2 mln前 後 の砂 多 数含 む

良

中期

142
弥生土器

蛸壺底部

岡
Ｖ
一

径

中
高
底

外面
子旨オ‐II_‐

内面
指 オサ エ

淡 黄 色面
面
外
内
密
良

中期

143
弥 生

石包丁

４

６

０

長存残
巾
厚

外面

内面

グト団
内面

中期

144 弥生石鏃

残存 長
巾
厚

タト雇豆

内面

グト団
内面

弥生土器

奏

遺構

No6

口 径

残 高

底 径

．
３
．
。

７
．
６

タトF三
ハ ケ調 整

内面
表面最u離

タトlEl       ね埼1入t
内面    灰 白色
2 mm以下 の砂 多数含 む

建

中期

弥生土器

甕

遺構

No.7

ロイ垂   (14_6
残高   1.7
底径    ―

タト属憲
表面剥 離

内面
表 面黒U離

タトIEl       rtlνくt
内面   にぶ い黄橙色
l mm以 下 の砂 多数含 む

農

中期

弥生土器

甕
遺構No.9

口 径

残 高

底 径

罷
％
一

ヨ コ ナ デ

内 面
ヨ コ ナ デ

面 外 向    にぶ い橙色
内面

密
由

中期

148
弥生土器

菱

遺構

No.11

口 径

残 高

底 径

・
努
劉

表 面剥離  スス付 着

表面 剥離

画

　

面

外
　

内 む

弾
韓

弗
一鷺

下以

団
面

ｎｍ

狩
内

１ 中期

149
弥生土器

甕

(200,
27

径
高

径

口
残

底

外 回
表面 剥離

内面
表面剥 離

外面    灰 白色
内面    灰 白色
l mln以 下 の砂 多 数含 む

慮

中期

生嗣 四廊

弥生土器
馨

口径
残 高
底 径

６．８略
一

71・ 回
ヨコナ デ  スス付 着

内面
ヨコナ デ

外 面    褐 灰 色

内 面      ク

角 閃石 lmm以 下 の砂 多 数含 む
患

中期

弥生土器

奏

第2遺構面

精査時

(14_0
3.0

径
高
径

口
残
底

71・回
口 縁 吉【ヨ コ リ

ー
デ  体 部 タ タ キ ?

内 面
ヨ ヨ ナ デ

外面    褐灰 色
内面   にぶ い黄橙 色
l mm前 後 の砂 多 数含 む

は

後期

弥生土器

奏

一
岡

一

径
高
径

口
残
底

タトロヨ
2条のヘ ラ描 き沈線  表面剥 離

内面
表面剥 離

外面    にぶ い褐 色
内面    褐灰 色
2～ 3 mmの 砂 多 数含 む

懲

前期

弥生土器

高郭

一
Ｍ
Ｍ

径
高
径

日
残
脚 内 面   

ワ 碧 瞥 沈 穎
部 ミ ガ キ  脚 部 五 条 の

塞 雲
剥 離  円 板 充 嗅 で 脚 郡 と 杯 部 を

外 面    褐 灰色
内面      ク

l mm以 下 の砂 多 数含 む
懲

中期

154
弥生土器

質

一
解
岡

径
高
径

口
残
底

グト団
ミガキ

内面
表 面剥 離

む

色

　

含

褐

色

数

黄

灰
多

灰

責

砂の
意
下以

獅

輌

・・２ｍ
後期

弥生土器

霊

一
能
岡

径
高
径

口
残
底

グト団
表 面剥 離

内面
表 面剥離

む

色

含

灰

数

色

褐
多

橙

明

砂の
意
下以

獅
繭

・・２ｍ
後期

弥生土器

甕

サブ

トレンチ2

(154
21

径
高
径

口
残
底

グト団
表 面剥 離

内面
表面剥 離

にぶ い責橙 色
灰 白色
粗
患

面
面
外
内

中期

弥生土器

甕

口 径

残 高

底 径

４．８部
一

グト回
口縁 部  ヨコナデ  体 部ハ ケ

内面
容 部ハ ケ

外 面   にぶ い黄橙 色
内面    浅黄橙 色

密
慮

中期

弥生土器

甕

サブ

トレンチ3

蛹
い

一

径
高
径

口
残
底

グト回
口縁 部  ヨコナ デ後 キザ ミロ

内面
ヨヨナデ

タトF覇      に携ミヤヽ号電お霊色
内面      ク

l mln前 後 の砂 多 数含 む
慮

中期

弥生土器

高郭

33
(176)

径
高
径

口
残
底

グト団
表面剥離

内面
表 面剥離

外 面    灰 白色
内面    灰 黄褐 色
l mm以 下 の砂 多 数含 む

息

中期

弥生土器

奏

∝
如
一

径
高
径

口
残
底

外 面
ヨコナデ

内面
ヨコナ デ

外 面    浅黄橙色
内面      ク

密
患

中期
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宣物番号 器 種 出土地点 法量 (復元)cm 技法の特徴 色調・胎土・焼成 備  考

弥生土器

室

黒色土
４．６測
一

径
高
径

口
残
底

71・固
口縁 部 ヨヨナ デ  体 部 ナ デ ?

内面
頸 部指 オサエ  容 部 ケ ズ リ ?

外 向    灰 日 色

内 面

粗
意

後期

生駒西麓

弥生土器
壷

口 径

残 高

底 径

ノトロヨ
表面剥 離  口縁 部簾状 紋

内面
表繭 I離  口縁 部 円形 浮紋 を貼付 け

外 面    褐 色
内面     ク

やや粗  角 閃石 含 む
由

中期

弥生土器

霊

口径    (270)
残 高     6.9
底径    ―

外 lal
口縁 部簾状 紋 後  円形 浮紋貼 付 け

内面
表而剣I離

外 面    暗灰 黄色
内面      ク

l mm以 下 の砂 多数含 む
意

中期

弥生土器

甕

努
認
・

口 径

残 高

底 径

クト向
表面剥 離

内面
義ユ輌師霊‖甚雖

外 面    灰 白色
内面    橙 色
l mm以 下 の砂 多 数含 む

磁

中期

弥生土器

蛮

∝
鋸

一

径
高
径

口
残
底

71・向
ヨヨナ デ調整 の ち波状 紋 と簾状 紋

内面
回縁 部 ヨコナ デ 然 都 ナデ

外 面    にぶ い橙 色
内面    橙色
l mm以 下 の砂 多 数含 む

息

中期

弥生土器

鉢

荀

解

・

径
高

径

口
残

底

表 面 剥 離  口 縁 部 と 体 部 に 簾 状 紋 ?
の 痕 跡 あ り

内 面

外面   にぶ い黄橙 色
内面    灰 白色
l mm以 下 の砂 多 数含 む

良

中期

弥生土器

甕

口径      (146
残 高      53
底径    一

グト向
表 面剥離  スス付 着

内面
表面剥離  ハ ケ P

後一副

面

面

ｍｍ

外

内

． 中期

弥生土器

奏

E]4益    (17_0
テ鳥浮尋     28
底 径    一

グトIal
表面剥 離  ス ス付 着

内面
表面剥 離

外面    灰 白色
内面      ク

l mln前 後 の砂 多 数含 む
良

中期

弥生土器

奏

55

rl負 と

径
高

径

客

口
残

底

菊

外面
タタキ

内面
指 オサエ の ちナ デ

外面    浅 責橙 色
内面    黄灰色
l mm前 後 の砂 多 数含 む

良

後期

170
弥生土器

甕

64
径
高
径

口
残
底

外 面
タ タキ

内面
葬面畢H離

タト面       とこぶいだ金{ヨ
内面    灰色
l mm以 下の砂多数含 む

良

後期

弥生土器

堕

・
諾
∞

口 径

残 高

底 径

外 面
表面 剥離

内面
豪二而面〒婁‖営雖

外 面    褐灰 色
内面      ク

l mm以 下 の砂 多 数含 む
良

中期

弥生土器

霊

一
罷
蝕

口 径

残 高

底 径

タトこヨ
ヨコナデ

内面
ハ ケ

面
面
外
内

色
色
白
灰
灰
責

密
良

中期

弥生土器

望

ロイ差   一
残 高      5,4
底径    (76)

タトE野
表面剥 離

内面
葬面妥‖離

外 面    にぶ い橙 色
内面       ク

密
良

中期

弥生土器

甕

一
蒻
Ｗ

口径
残高
底径

外 面
タ タキ

内面
ハ イオ

外 面     に ぶ ▼ 貢ゝ 橙 色
内面    黄灰色
l mm以 下の砂多数含 む

良

後期

175
弥生土器

甕

一
郷
門

径
高
径

口
残
底

外 面
表面剥 離

内面
表面剥 離

仄 貢色
にぶ い黄橙 色
密
良

回
面
外
内

中期

伍 嗣 四 鹿

弥生土器
奉

．
７．３Ｍ

日径
残 高
底 径

タト面
ケ ズ リ 底 部 スス付 着

内面
ハ イナ

ヨ三,ノぐQ
にぶ い黄橙 色

密  角 閃石 含 む
良

回
面
外
内

中期

一
イ

弥生土器

甕

(128)
■4

径

高

径

口
残

底

外 面
表 面剥 離  ス ス付 着

内面
寿 誨 ‖離

下以

団
面

ｍ

外
内

． 中期

生納 凶麓

弥生土器
書

一
努
Ｍ

径
高
径

口
残
底

外 面
表 面剥離  ス ス付 着

内面
表面剥離

黒 御 色

灰 黄褐 色
lmm以下の砂多数含t
良

蜘輌姉
中期

管玉
遺構

No 13

０

０

０

全 長
巾
子し径

タト面
鉄 分 沈落

内面
鉄 分 沈着

タト回      ホ求〃く日色
内面    緑 白色 両方向か

ら穿子し

弥生石鏃 黒色土

残 存 長  43
巾      ■5
厚

外 面

内面

グトlEl
内面
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ふ りが な いずみおおつ しまいぞうぶんかざいはっ くつちょうさがいほう

書 名 泉 大 津 市 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 概 報

副 書 名

巻 次 24

シリーズ名 泉大津市文化財調査報告

シリーズ番号 40

編 著 者 名 虎間麻実

編 集 機 関 泉大津市教育委員会

所 在 地 〒595-8686大阪府泉大津市東雲町 9番 12号

発行年月日 西暦 2006年 3月 31日

発 掘 調 査 抄 録 その1

ふ りが な

所 収 遺 跡
ふ り が な

コ ド 言ヒ  漁革 東  経
調査期間

調査面積
m 調

査 原 因
市町村 遺跡番号

い1)がみ そ ね
池 上 曽 根

A曝戸泉大津市
豊 中894、 895

調査番号2005-03

272060 破

翰

勲

度

分

秒

３

　

つ
々
　

４

４

　

　

　

３

５０

～

５０

０

　

　

　

０

０
々
　
　
　
　
　
　
０
々

230.4
分譲住宅宅地

造成

翔暇角泉大津市
曽根町2丁目125
調査番号200504

272060 破

翰

砂

135】垂

25'}

39殆少

20050530 木造 2階建個

人住宅建設に

伴う浄化構

益賜戸
泉大津市

千原町 2丁 目5-1、

6-1、 245-1、 245-2、

248-1、  249、  250、

あ6-1、 389-1、 389-2

調査番号20115-10

272060

曖

扮

砂

135度

25分

56カ少

20051014

12.9

鉄骨平屋造店

舗に伴う防火

永槽

紗
中

ユ
重
ユ

996-9の一部

調査番号2005-06

272060

班
勅
勒

135】霊

25ケ}

43秒

20050801

分譲住宅宅地

造成

967-10

調査番号200512

272060
度

分

秒

４

　

９

　

９

135】霊

25'}

39秒

20051208

∫

別 1期
23.9
鉄骨 2階建共

同住宅

ひち  の  つは
七 ノ 坪

瓢 吾大津市
北豊中町 2丁 目
517-1

調査番号21105-02

272060
曖

吟

砂

３

　

２

　

４

135度

25す)

39舟少

20050523

7.5
分譲住宅宅地

造成

所 収 遺 跡 名 種 別
な

代

主

時
主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

いけがみ そ ね
池 上 曽根

2005‐ 03

2005・ 04

2005‐ 10

集 落 跡

弥   生

一　

　

一

竪 穴 式 住 居 弥 生 土 器  管 玉 内環濠の南肩と外環濠

とよ
童 抄

中
2005‐ 06

2005‐ 12 集 落 跡 古墳 柱 穴 土 師 器  須 恵 器
十  ブ 揮

つ
々
（
Ｖ
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発 掘 調 査 抄 録 その2

ふ りが な

所 収 遺 跡
ふ り が な

コ ド 】ヒ  湘隼 東  経
調査期間

調査面積
∬ 調

査 原 因
市町村 遺跡番号

叫
池

”
浦
杢遜寄泉大津市
寿 町83-1

調査番号2005-07

272060 度

分

秒

４

　

９

　

６

度

分

秒

３

　

２

20050817

123
分譲住宅宅地

造成

し
備
Ⅷ

溌
穴

本握奇
泉大津市

池浦町5丁 目441番

1、 8、 11、 15

調査番号2CX15-05

272060
帳

吟

砂

３

　

つ
々
　

４

135度

25ケ計

20カ少

20050617

分譲住宅宅地

造成

勁
取

軋
虫

志盪荀
泉大津市

板原町1丁 目283の

一部

調査番号2005-01

272060
曖
妨
砂

135度

24ケ}

47ん少

20050518

分譲住宅宅地

造成

志盪荷
泉大津市

板原町3丁 目240番

1,241番

調査番号21X15-08

272060
破

吟

妙

３

　

２

　

１

135度

24サ評

46を少

０（
Ｖ

つ
々

木造 2階建長
屋住宅

272060 曖
妨
妙

度

分

秒

20051114

6.8
３

宅

骨

住

鉄

人

階建個

吐
板

鵬
原

絨 荀
泉大津市

板原町 2丁 目
1009-4

調査番号2005-C19

272060
崚

吟

砂

135】圭

25ケ)

6秒

20051012

鉄骨 3階建個

人住宅

所 収 遺 跡 名 種 別
な

代

主

時
主  な 遺  構 主 な 遺 物 特 記 事 項

嚇
油 ‖

2005-07 集 落 跡 柱 状 片 刃 石 斧

そ 2005-05

勁
取

一
虫

2005-01

2005-08

2005-11

一　

　

一　

　

一

一　
　

一　
　

一

一　

　

一　

　

一

一　
　

一　
　

一

い
邦 2005-09

-53-
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